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収
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白
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昭
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四
十
六
年
五
月
十
二

日
午
前
十
時
間
議

日

程

第

一

議
席
の
指
定

日

程

第

二

会

議

録

署

名

議

員

の

指

名

日

程

第

三

会

期
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決

定

日

程

第

四

副

議
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挙
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日

程

第

五

日

程

第

六

日

程

第

七

日

程

第

八

日

程

第

九

日

程

第

十

日

程

第

十

日
程
第
十

千
葉
県
議
撃
に
記
会
一
彦
会
一
議
員
。
選
挙
に
つ

ロ
て

館
山
市
及
び
三
芳
村
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

三
芳
水
道
企
業
団
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

館
山
市
・
富
浦
町
及
び
三
芳
村
学
校
給
食
組
合
議
会
議
員
。
選
挙
に
つ
い
て

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
陀
つ
い
て

議
案
第
五
十
四
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
五
十
五
号
館
山
市
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
休
養
施
設
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

。

臨

時

議

長

の

紹

介

及

び

あ

い

さ

つ

議
祭
第
五
十
六
号

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
つ
い
て

事
務
局
長
(
高
梨
清
一
君
〉
一
般
選
挙
後
最
初
の
誇
会
で
あ

b
ま
す
の
で
、
議
長
が
選
挙
さ
れ
ま
す
含
で
の
問
、
地
方
自
治
法
第
百

七
条
の
規
定
K
よ
り
ま
し
て
、
本
日
の
年
長
議
員
さ
ん
が
臨
時
に
議
長
の
職
務
を
行
を
う
こ
と
に
を
つ
て
な
h
y
ま
す
。

そ
ζ

で
、
本
日
の
出
席
議
員
中
秋
山
六
三
郎
さ
ん
が
最
年
長
の
議
員
さ
ん
で
あ

b
ま
す
の
で
御
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

(
年
長
議
員
秋
山
六
三
郎
君
議
長
席
K
着
く
)
(
拍
手
)

臨
時
議
長
〈
秋
山
六
三
郎
君
)
た
だ
い
ま
紹
介
さ
れ
き
し
た
秋
山
六
三
郎
で
ど
ざ
い
を
す
。

地
方
自
治
法
第
百
七
条
の
規
定
K
よ
b
年
長
を
る
が
ゆ
え
に
臨
時

κ一
曹
長
の
職
務
を
行
を
い
を
す
の
申
す
を
で
も
を
く
い
た
っ
て
議
事
不

を
れ
で
で
ざ
い
ま
す
が
、
一
生
懸
命
努
力
い
え
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
満
場
の
皆
さ
ま
方
の
絶
大
な
る
翻
協
力
を
切
に
な
願
加
申

し
上
げ
合
す
。

。

(
七
)



〈
八
)

開

会

午
前
十
時
十
五
分

議

開

O

臨
時
議
長
(
秋
山
六
三
郎
君
)

直
ち

K
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
の

た
だ
凶
ま
の
出
席
議
員
数
三
十
名
、

ζ

れ
よ

D
昭
和
四
十
六
年
度
第
三
回
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
し
、

出

席

説

明

員

の

報

告

。
臨
時
議
長
(
秋
山
六
三
郎
君
)

め
を
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
臨
時
会
K
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
K
よ
タ
本
間
市
長
、
高
山
助
役
以
上
の
出
席
を
求

市

長

の

あ

い

さ

つ

。
臨
時
議
長
〈
秋
山
六
三
郎
君
)
と
の
際
、
市
一
長
よ

b
あ
い
さ
つ
い
た
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

b
ま
す
。
暫
時
と
れ
を
許
し
を
す
の

(
市
長
本
間
譲
君
登
壇
)
(
拍
手
)

市
長
(
本
間
譲
若
)
た
だ
い
ま
御
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
館
山
市
長
の
本
間
で
と
ざ
い
ま
す
の
一
一
言
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

皆
さ
交
方
に
が
か
れ
ま
し
て
は
、
去
る
四
一
月
二
十
五
日
執
行
さ
れ
ま
し
た
市
会
議
員
選
挙
に
あ
た
り
を
し
て
、
部
落
の
方
々
の
御
推
薦
K

よ
h
y
ま
し
て
立
候
補
さ
れ
を
し
て
、
市
民
の
き
び
し
い
審
判
K
よ
り
ま
し
て
め
で
た
く
御
当
還
を
さ
れ
ま
し
て
》
め
で
た
い
次
第
で
ど
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
方
を
心
か
ら
歓
迎
を
申
し
上
げ
た
怖
と
存
ず
る
次
第
で
ど
ざ
阿
古
ナ
。

皆
ざ
す
方
k

b
か
れ
を
し
て
は
、
立
候
補
当
時
い
ろ
い
ろ
そ
れ
ぞ
れ
公
約
を
を
さ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
立
す
が
、
と
れ
を
こ
れ
か
ら
実
行

に
う
つ
さ
れ
る
。
こ
う
い
う
と
と
で
あ
h
J
ま
し
て
、
そ
れ
は
と

b
も
な
卦
さ
ず
市
民
福
祉
の
増
進
を
は
じ
め
館
山
市
の
発
展
の
叱
め
に
大
き

く
む
骨
折

b
を
願
う
わ
け
で
ど
ざ
い
会
し
て
、
市
民
と
と
も
陀
御
期
待
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
の
私
も
徴
力
で
と
ざ
い
ま
す
が

。



明
か
る
く
豊
か
な
文
化
縞
祉
都
市
建
設
の
た
め

K
懸
命
を
努
力
を
い
存
比
し
て
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
議
員
の
皆
さ
ま
方
の
御

理
解
と
御
指
導
K
よ
ら
な
け
れ
ば
達
成
で
き
を
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し

て、

と
の
点
よ
ろ
し
く
御
指
導
、
御
鞭
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
ず

る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
、
初
の
臨
時
市
議
会
を
hu
騒
い

し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
最
も
急
を
要
す
る
議
会
構
成
関
係
を
主
体
と
い
た
し
を
し
て
、
そ

の
ほ
か
鳩
山
荘
の
料
金
の
改
定
、
そ
の
他

二
件
ほ
ど
ど
ざ
い
を
す
が
、
慎
重
な
御
検
討
を
廠
い
ま
し

て
御
決
定
を
た
ま
わ

D
ま
す
よ
う
切
に

な
願
い
申
し
上
げ
を
し
て
、

私
の
ど
あ
い
さ

つ
K
か
え
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
の
ど
う
も
あ
h
y
が
と
う
と
ざ
い
ま
し
た
。

(
拍
手
)

仮

議

席

の

指

定

。
臨
時
議
長

(秋
山
六
三
郎
君
)

と
の
際
議
事
の
進
行
上
、
仮
議
席
を
指
定
い
党
し
す
す
。

訟
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
御
着
席
の
議
席
を
議
長
が
選
挙
さ
れ
き
し
て
議
席
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
の
問
、
仮
議
席
と
い
た
し
ま

すの

ζ

れ
K
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か。

(
「
呉
諮
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
J
)

臨
時
診
長

(秋
山
六
三
郎
君
〉

御
輿
議
な
し
と
認
め
を
す
。
よ
っ
て
決
定
い
た
し
ま
し
た。

。

議

挙

長

の

選

。
臨
時
議
長

(秋
山
六
三
郎
君
)

議
場
の
閉
鎖
生
命
じ
ま
す
。

(
議
場
閉
鎖
〉

臨
時
議
長

(秋
山
六
三
郎
君
)

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
三
十
人
で
あ

b
ま
ず
の

投
票
用
紙
を
配
付
加
た
さ
ぜ
ま
す
の

と
れ
よ
h
y
一持
長
の
選
挙
を
行
を
い
ま
す
。

。

(九
)



(

一

O
)

。

(
投
票
用
紙
記
付
)

臨
時
議
長
〈
秋
山
六
三
郎
君
)

投
票
箱
を
改
め
さ
せ
ま
す
。

(
投
票
箱
点
検
)

臨
時
議
長
(
秋
山
六
三
却
君
)
異
状
な
し
と
認
め
を
す
の

こ
の
際
、
念
の
党
め
申
し
上
げ
昔
す
。
投
票
は
単
記
無
記
名
で
あ
-D4-
す
。
投
票
用
紙
K
被
選
挙
人
の
氏
名
を
記
載
の
上
、

じ
て
順
次
投
票
願
い
ま
す
。

点
、
呼
を
命
じ
宮
す
@

(
事
務
局
長
氏
名
点
呼
、
投
票
)

臨
時
務
長
〈
秋
山
六
三
郎
君
)
投
票
漏
れ
は
あ
り
合
せ
ん
か
。

1

1
投
票
漏
れ
守
し
と
認
め
歩
す
の

投
票
を
終
了
W

均
し
ま
す
。
議
場
の
閉
鎖
を
解
き
会
す
の

(
議
場
閉
鎖
)

臨
時
議
長
(
秋
山
六
三
郎
君
)
と
れ
よ

b
開
票
を
行
を
い
ま
す
の

会
議
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
立
会
人
に
島
野
茂
樹
郎
君
及
び
飯
田
義
男
君
を
指
名
い
え
し
を
す
。
よ
っ
て
両
君
の
立
会
い

を
願
同
ま
す
。

投
票
用
紙
の
配
付
漏
れ
は
み
あ
り
合
せ
ん
か
の
|
|
配
付
漏
れ
を
し
と
認
め
ま
す
。

。。

点
呼
に
応
じ

。

(
立
会
人
笠
壇
、
開
票
)

臨
時
議
長
(
秋
山
六
三
郎
君
〉
選
挙
の
結
果
を
報
告
い
だ
し
ま
す
の

投
票
総
数
三
十
票
、

ζ

れ
は
先
ほ
ど
の
出
席
議
員
数
に
符
芳
い
た
し
て
な
り
き
ず
。

そ
の
う
ち
有
効
投
票
三
十
富
市
、
無
効
投
票
を
し

A
加

有
効
投
票
中
吉
田
勇
治
郎
君
二
十
四
葉
、
安
西
義
男
君
六
票
、
以
上
の
と
b
h
J
で
み
の
タ
ま
す
。

ζ

の
選
挙
の
法
定
得
票
数
は
八
直
前
で
あ

D
4
4
ず
の
よ
っ
て
吉
田
勇
治
郎
君
が
議
長
に
当
選
さ
れ
会
し
た
の

え
だ
怖
を
議
長
氏
当
選
さ
れ
ま
し
た
吉
田
勇
治
郎
震
が
議
場
k
b
ら
れ
交
す
の
で
、
本
席
よ

b
会
議
規
則
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
K

よ
る
告
知
を
い
た
し
ま
す
。

。



議

長

の

あ

い

さ

-っ

。
臨
時
議
長
(
秋
山
六
三
郎
君
)
と
の
際
、
'
議
長
吉
田
勇
治
郎
B

君
を
御
紹
介
い
た
し
を
す
。

(
議
長
吉
田
勇
治
郎
君
登
壇
)
(
拍
手
)

議
長
(
士
口
田
勇
治
郎
君
)
た
だ
い
交
御
紹
介
陀
あ
ず
か
h
y
ま
し
た
吉
田
勇
治
郎
で
ど
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
改
選
に
あ
た
り
を
し
て
、
第
一
一
回
の
議
会
し
か
も
栄
ら
る
議
長
の
席
を
け
が
さ
し
て
加
え
だ
き
合
し
党
ζ

と
を
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

顧
み
ま
ナ
れ
ば
、
私
、
浅
学
非
才
そ
の
器
で
は
を
い
か
と
か
よ
う
に
考
え
る
も
の
で
ど
ざ
加
を
ナ
n

し
か
し
を
が
ら
、
私
た
ち
の
使
命
は

申
す
ま
で
も
を
く
議
場
k
h
u
け
る
審
議
を
通
じ
て
住
民
の
要
望
を
+
二
分
に
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
大
い
を
る
つ
と
め
で
と
ざ

い
ま
す
の
か
よ
う
を
観
点
K
立
ち
ま
し
て
、
皆
さ
ま
方
の
御
協
力
の
も
と

K
和
気
あ
い
あ
い
売
る
市
会
の
造
営
K
つ
と
め
た
い
の
か
よ
う

に
考
え
て
去
る
も
の
で
ど
ざ
い
交
す
。

ど
う
か
、
浅
学
非
才
そ
の
も
の
で
は
ど
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
の
議
事
選
営
に
る
た
h
y
ま
し
て
は
特
段
の
御
援
助
を
hu
願
悼
す
る
次
第
で
ど

ざ
刷
、
ま
す
の
ま
ず
も
っ
て
、
話
会
の
運
営
の
十
二
分
に
皆
さ
さ
方
の
意
見
が
市
政
陀
反
映
で
き
る
よ
う
を
議
会
の
運
営
を
い
た
し
た
い
。
か

よ
う
に
会
誓
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
の
と
あ
い
さ
つ

K
か
え
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
よ
ろ
し
く
必
綴
い
い
た
し
ま
す
。
(
拍
手
)

臨
時
議
長
(
秋
山
六
三
郎
君
)
以
上
に
よ

b
ま
し
て
臨
時
誇
長
に
よ
る
諺
長
選
挙
を
無
事
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
言
し
花
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
皆
さ
ん
の
絶
大
を
る
御
協
力
の
売
ま
も
の
で
あ
・
9
・
ま
し
て
深
〈
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

hv
か
げ
を
も
ち
・
ま
し
て
京
市

の
議
長
と
し
て
学
識
識
見
と
も
K
俊
秀
を
る
吉
田
勇
治
郎
君
を
選
任
で
き
、
静
就
任
と
を

b
き
し
た
の
で
、
と
の
際
吉
田
議
長
さ
ん
の
御
発

展
を
心
か
ら
シ
祈
タ
い
た
し
、
を
沿
今
後
ま
す
ま
す
市
勢
伸
展
の
た
め
格
段
の
御
活
躍
を
御
期
待
申
し
上
げ
さ
し
て
、
皆
さ
・
ま
方
の
私
に
寄

せ
ら
れ
乏
し
た
仰
支
援
と
御
協
力
を
感
謝
申
し
上
げ
、
臨
時
議
長
の
睡
械
を
終
九
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
あ

b
が
と
う
ど
ざ
い
、
ま
し
た
の
(
拍

手
)

。。

〆「

、ーノ



暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
の

。
a

午
前
十
時
一
一
一
十
五
分

午
前
十
時
三
十
六
分

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

議
長

議

事

日

程

の

配

付

。

(吉
田
勇
治
郎
君
)

休

憩

再

開

.

休
憩
前
K
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
の

〆'司、

一
一、唱J

議
事
日
程
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
の
配
付
漏
れ
は
ご
ざ

い
、
ま
ぜ
ん
か

n
fl
i
-
-
配
付
漏
れ
を
し
と
認
め

議
長

主
す
れ
本
臼
の
議
事
は
な
手
も
と
に
配
付
の
日
程
表

K
よ
タ
行
な
い
ま
す
の

議

席

の

十旨

定

議
長

(
士
口
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第

一、

議
席
の
指
定
を
行
な
い
ま
す
の

議
席
は
、
会
議
規
則
第
四
条
第
三
市
恨
の
規
定
K
よ
b
議
長
に
な
い
で
指
定
い
た
し
ま
す
。
議
員
諸
君
の
氏
名
と
そ
の
議
席
の
番
号
を
職
員

を
し

て
既
日
説
い
た
さ
せ
ま
す
。

O

事
務
局
長

(
高
梨
清

一
君
)

一
番

吉

田

勇

治

郎

さ

ん

五

番

近

藤

好

雄

さ

ん

九

番

辻

田

突

さ

ん

一
三

番

五

十

嵐

昇

さ

ん

宮
野

敏
朗
さ
ん

。
一
七
番

朗
読
い
吃
し
ま
す
。

二
番

林

豊

さ

ん

六

番

栗

原

一
雄
さ
ん

一
O
香
渡
辺
寧
治
郎
さ
ん

一

四

番

伊

賀

多

朗

さ

ん

一
八

番

安

西

益

男

さ

ん

三
番
七
番

一一

番

一
五
番

一
九
番

流
出
源
次
郎
さ
ん

渡
辺
山
太
和
田

昭
夫
さ
ん

昇
さ
ん

一
郎
さ
ん

島
野
茂
樹
郎
さ
ん

四
番
八
番
二
番
六
番
一O
番

石鈴
井木

稔
さ
ん

武
敏
さ
ん

益
治
さ
ん

謹
爾
さ
ん

喜
三
さ
ん

君辻~
塚井田



二
一
r

士
宮
↑
鈴
木
帝
京
さ
ん

二

五

番

安

沢

徳

煩

さ

ん

こ
九
番
秋
山
六
三
郎
さ
ん

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

。

i
t-E
コl
↓E
S
4
vE

言

ヨ

菖

さ
刈

二
二
香

二
六
番

三

O
番

二
三
雲一

二
七
番

田三
中 キナ

一
兵
?
-
さ
え

禄
郎
さ
ん

気
震
い
さ
ん

照
正
さ
ん

一一一三苔↑

二
八
番

庄
村
担
保
治
認
さ
ん

飯
田

望奏
月共

義
男
さ
ん

遠
山
ヨ
ネ
子
さ
ん

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

た
だ
い
ま
朗
読
加
え
し
ま
し
叱
と
な
り
、
各
一
議
員
の
議
席
を
指
定
ヤ
た
し
ま
す
の

。
議
長
会
口
田
勇
治
郎
君
〉
日
程
第
二
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
を
い
ま
す
。

本
臨
時
会
の
会
議
録
署
名
議
員
に
二
番
議
員
林
豊
君
、
三

O
番
議
員
遠
山
ヨ
ネ
子
君
以
上
両
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
三
、
会
期
の
決
定
を
行
を
い
交
ず
の

会
議
一規
則
第
五
条
第
一
項
の
議
会
運
営
協
議
会
が
い
ま
だ
あ
h
y
-
ま
せ
ん
の
で
、
同
条
た
だ
し
章
一同の
規
定
に
よ
り
直
ち
に
議
長
よ

b
b
は
か

タ
い
た
し
を
す
。

本
臨
時
会
の
会
期
を
本
日
一
白
と
い
た
し
た
い
と
思
い
を
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
)

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

御
異
議
を
し
と
翠
め
を
す
。
よ
っ
て
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
い
売
し
ま
し
た
の

会

期

の

。。
議
長

副

議

長

。

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

議
長

決

定

の

選

挙ζ
れ
よ
h
y
副
議
長
の
選
挙
を
行
を
い
ま
す
。

〈
一

一
二

)



(
一
回
)

。
議
場
の
閉
鎖
を
命
じ
ま
す
。

(
詐
場
閉
鎖
)

議
長
(
士
ロ
田
勇
治
郎
君
)
た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
三
十
人
で
あ
り
会
す
の

投
票
用
紙
を
配
付
加
え
さ
せ
を
す
。

(
投
票
用
紙
配
付
)

議
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)
投
票
用
紙
の
配
付
漏
れ
は
あ

D
ま
せ
ん
か
の

l
l
配
付
漏
れ
を
し
と
認
め
ま
す
の

投
票
箱
を
改
め
さ
せ
ま
す
。

(
投
票
箱
点
検
〉

謹
一
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

異
状
を
し
と
認
め
ま
す
。

と
の
際
申
し
上
げ
ま
す
の
投
票
は
単
記
無
記
名
で
あ
り
ま
す
。
投
票
用
紙

K
被
選
挙
人
の
氏
名
を
記
載
の
上
、
点
呼
に
芯
じ
て
願
次
投
票

願

w
ま
す
。

。。。

(事
務
局
長
氏
名
点
呼
、
投
票
)

議
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)
投
票
漏
れ
は
あ

b
ま
せ
ん
か
の

1

1
投
票
務
れ
を
し
と
認
め
ま
す
の

投
棄
を
終
了
い
た
し
ま
す
の
議
場
の
閉
鎖
を
解
き
ま
す
。

(
議
場
閉
鎖
)

議

長

会

吉

田

勇

治

郎

君

〉

こ

れ

よ

b
開
票
を
行
交
い
き
す
の

会
議
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

-D
立
会
人
陀
島
野
茂
樹
郎
君
及
び
飯
田
義
男
君
を
指
名
加
え
し
ま
す
。
よ
っ
て
両
君
の
立
会

い
を
願
い
ま
す
。

。。

〈
立
会
人
堂
壇
、
開
票
)

議
長

(士
口
白
勇
治
郎
君
)
選
挙
の
結
果
を
報
告
一
戸
支

L
ま
す
。

投
票
総
数
三
十
票
、
と
れ
ば
先
ほ
ど
の
出
席
議
員
数
に
弘
や
党
し
て

h
v
b
ま
す
の



そ
の
う
ち
有
効
投
票
三
十
票
、
無
安
孜
票
券
、し
c

有
効
投
票
中
秋
山
六
三
郎
君
二
十
四
票
、
島
野
茂
樹
郎
君
六
菜
、
以
上
の
と
な

b
で
あ

b
さ
す
の

と
の
選
挙
の
法
定
得
票
数
は
八
票
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
秋
山
六
三
郎
君
が
副
議
長
陀
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
副
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
秋
山
六
三
郎
君
が
議
場
に
な
ら
れ
ま
す
の
で
、
本
席
よ

b
会
議
規
則
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
告
知
を
い
た
し
ま
す
。

〈
吉
田
勇
治
郎
君
)

ζ

の
際
副
議
長
秋
山
六
三
郎
一
万
を
御
紹
介
い
た
し
を
す
。

(
副
議
長
秋
山
六
三
出
君
笠
境
)
(
拍
手
)

副
議
長
(
秋
山
六
三
郎
君
)
た
だ
い
ま
副
議
長
選
挙
K
よ
り
ま
し
て
、
皆
さ
昔
の
あ
た
た
か
い
御
支
援
K
よ
b
ま
し
て
私
が
副
議
長

と
し
て
当
選
い
吃
し
ま
し
た
こ
と
は
、
私
の
最
も
光
栄
と
存
ず
る
と
と
ろ
で
ど
ざ
い
ま
す
の

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
し
て
そ
の
重
職
K
耐
え
得
る
や
否
や
ま
と
と
K
危
憾
の
念
に
か
ら
れ
て
会
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

誠
心
誠
意
市
勢
伸
展
の
た
め
に
、
か
つ
ま
た
熟
-会
の
円
満
を
運
営
の
売
め
陀
回
阪
大
の
努
力
を
傾
倒
い
た
し
ま
し
て
今
後
尽
し
て
参

b
た
い
の

か
よ
う
に
存
ず
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
御
支
援
を
い
た
だ
き
安
し
て
、
職
務
の
全
う
で
き
ま
す
主
う
に
御
支
援
廠
い
ま
す
と
と
を
必
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
簡
単
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

一
言
ど
あ
い
さ
つ
に
か
え
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ど
ざ
い
ま
し
た
。

(
拍
手
)

〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
暫
時
休
憩
い
え
し
ま
す
。

午

前

十

時

五

十

三

分

休

午
後
二
時
三
十
七
分

(
吉
田
男
治
郎
君
)

。。。。

副

議

長

の

あ

い

さ

つ

議
長

議
長

憩、

議
長

再

午
後
の
出
席
誘
員
数
三
十
名
、
休
憩
前
に
引
き
続
き
会
惑
を
聞
き
を
す
の

開

(
一
五
)



(
一
六
)

千

葉

県

競

輪

組

合

議

会

議

員

の

選

挙

。
議
長
(
士
口
出
勇
治
郎
君
)
日
程
第
五
、
千
葉
県
競
輪
組
合
議
会
の
諮
問
貝
の
選
挙
を
行
を
い
合
す
n

組
合
規
約
第
五
条
の
規
定
陀
よ

b
、
本
市
よ

b
選
挙
さ
れ
る
詩
員
の
数
は
二
名
で
、
そ
の
任
期
は
昭
和
四
十
七
住
十
二
月
三
半
一
日
ま
で

の
補
欠
選
挙
で
あ
h
y
ま
す
。

訟
は
か
h
y

加
え
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
地
方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
陀
よ

b
指
名
推
還
に
よ
り
た
い
と
思
い
を
す
の

ζ

れ

に
御
異
議
あ
・
9
ま
せ
ん
か
の

(
「
異
誌
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

誌
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
と
と
K
決
し
ま
し
た
。

重
ね

て
な
は
か

b
い
売
し
さ
す
の
指
名
の
方
法
は
誇
長
に
な
い
て
指
名
す
る
と
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
空
す
の

ζ

れ
K
御
異
議
あ
-D
ま

せ
ん
か
。

。。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

諒
長

(
士
一
口
田
勇
治
郎
君
)
御
異
詰
を
し
と
認
め
ま
す
の
よ
っ
て
詩
長
k
h
v
い
て
指
名
す
る
と
と

K
決
し
ま
し
た
。

と
れ
よ
h
M
指
名
い
た
し
ま
す
。
千
葉
県
競
輪
組
合
議
会
。
詳
員
に
安
沢
徳
煩
君
菊
井
敏
博
君
以
上
両
君
を
指
名
い
た
し
交
す
n

訟
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
-
た
だ
い
ま
議
長
日
凡
な
同
て
指
名
い
た
し
ま
し
た
両
議
員
君
を
競
輪
組
合
誇
会
の
議
員
の
当
選
人
と
定
め
ま
す
ζ

と
K
御
異
議
る
h
J
ま
せ
ん
か
の

(
「
異
誌
を
し
」

と
呼
ぶ
者
あ

D
)

議
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
訴
を
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
た
だ
い
ま
の
指
名
の
と
・
宏
司
D
安
沢
徳
煩
君
、
菊
井
敏
博
君
が
千
葉
県

競

輪

組

合

議

会

の

詩

員

に

当

選

さ

れ

ま

し

た

。

，

・た
だ
い
ま
当
選
さ
れ
ま
し
た
安
沢
徳
願
君
、
菊
井
敏
博
君
が
議
場
k
h
v
ら
れ
ま
一
才
の
で
、

+
A

席
よ

b
会
議
規
則
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規

。

/・
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自

4
p
i
I
4
4
2語
岩
日
月
第
三
寸
二
条
第
二
市
替
の
揖

G 

定
に
よ
る
告
%
を
い
た
し
ま
す
‘

館

山

市

及

び

三

芳

村

伝

染

病

隔

離

病

舎

組

合

議

会

議

員

の

選

挙

。
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
六
、
館
山
市
及
び
三
芳
村
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
の
誘
員
の
選
挙
を
行
を
い
ま
す
。

組
合
規
約
第
五
条
第
二
演
の
規
定
に
よ
h
y
本
市
よ
h
y
選
挙
さ
れ
る
議
員
は
六
名
で
あ
り
ま
す
の

訟
は
か

b
い
党
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
地
方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
陀
よ
り
指
名
推
選
の
方
法
陀
よ

-D
た
い
と
思
い
ま
す
。

ζ

れ
に
御
異
議
あ

b
ま
ぜ
ん
か
の

〈
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
ふ
J
b
)

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
の
よ
っ
て
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
K
よ
る
と
と
に
決
し
ま
し
た
の

重
ね
て
h
F

は
か
り
い
売
し
ま
す
。
指
名
の
方
法
は
、
議
長
に
な
い
て
指
名
す
る
と
と
K
い
売
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

ζ

れ
に
御
異
議
あ
り

ま
せ
ん
か
。

。。

(
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
〉

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
の
よ
っ

て
議
長
に
沿
い
て
指
名
寸
る
と
と
に
決
定
加
え
し
ま
し
た
n

ζ

れ
よ
り
指
名
や
た
し
ま
す
。
組
合
議
会
務
員
に
伊
賀
多
朗
君
、
宮
野
敏
朗
君
、
田
中
禄
郎
君
、
和
田
一
郎
君
、
林
豊
君
、
石
井
武
敏

君
、
以
上
六
諮
問
貝
君
を
指
名
加
え
し
ま
す
の

訟
は
か
り
い
た
し
ま
す
の
党
だ
仰
を
議
長
に
か
い
て
指
名
い
た
し
を
し
た
六
議
員
君
を
組
合
一
部
会
の
脅
員
の
当
選
人
と
定
め
脅
す
と
と
K

御
異
誌
あ

b
ま
せ
ん
か
の

(
「
呉
訴
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)

御
異
訴
を
し
と
認
め
を
す
の
よ
っ
て
売
だ
い
を
指
名
の
と
か
り
伊
賀
多
朗
君
、
宮
野
敏
朗
君
、
問
中
禄
同

君
、
和
田
一
郎
君
、
林
豊
君
、
石
井
武
敏
芸
館
山
市
及
び
三
芳
村
伝
染
病
隔
離
暑
組
合
の
雲
の
一
言
K
当
選
さ
れ
乏
し
た
の

(
一
七
)

議
長

。



た
だ
い
ま
組
合
議
会
議
員
K
当
選
さ
れ
司
手
品
し
た
伊
賀
多
朗
君
、
宮
野
敏
朗
君
、
田
中
禄
郎
君
、
和
田
一
郎
君
、
林

君
が
議
場
に
な
ら
れ
ま
す
の
で
、
本
席
よ
h
y
会
議
規
則
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
陀
よ
る
告
知
を
い
た
し
ま
す
。

(
一
八
〉

豊
君
、
石
井
武
敏

一

芳

水

道

企

業

団

議

会

議

員

の

選

挙

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
七
、
三
芳
水
道
企
業
回
一
一
務
会
の
議
員
の
選
挙
を
行
を
い
ま
す
の

企
業
団
規
約
第
五
条
の
規
定
陀
よ
h
y
本
市
よ

b
選
挙
さ
r

れ
る
議
員
は
八
名
で
あ
り
守
す
の

hw
は
か

b
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
地
方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
托
よ
り
指
名
推
選
に
よ
り
た
い
と
思
い
立
す
。
と
れ

陀
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
)

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
を
し
と
認
め
ま
す
の
よ
っ
て
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選

κ
よ
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

重
ね
て
必
は
か
か
い
た
し
ま
す
の
指
名
の
方
法
は
議
長
に
な
い
て
指
名
い
た
し
た
い
と
思
勺
笠
す
。
と
れ

κ御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
を
し
と
認
め
ま
す
の
よ
っ
て
議
長
k
b
w
て
指
名
す
る
と
と

K
決
し
さ
し
た
の

こ
れ
よ

D
指
名
い
た
じ
ま
す
。
企
業
団
議
会
の
議
員
に
望
月
照
正
君
、
近
藤
好
雄
君
、
菊
井
敏
博
君
、
羽
田
一
郎
君
、
田
村
源
治
郎
君
、

鈴
木
稔
君
、
渡
辺
軍
治
郎
君
、
安
西
益
男
君
、
以
上
八
名
企
業
団
議
会
の
議
員
に
指
名
い
た
し
ま
す
。

が
は
か
り
ふ
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
議
長
k
h
F
W
て
指
名
い
た
し
、
交
し
た
八
議
員
君
を
三
芳
水
道
企
業
団
謹
会
の
議
員
の
当
選
人
と
定
め

ま
す
ζ

と
に
御
異
議
あ

b
を
せ
ん
か
。

(
「
異
詩
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
db
)

議
長
会
口
臼
勇
治
郎
若
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
の
よ
っ
て
た
だ
い
言
指
名
の
と

hvb
望
月
照
正
君
、
近
藤
好
雄
君
、
菊
井
敏
博

君
、
和
田
一
郎
君
、
田
村
源
治
郎
君
、
鈴
木
稔
君
、
渡
辺
軍
治
郎
君
、
安
西
益
男
君
が
三
芳
水
道
企
業
団
議
会
の
議
員
に
当
選
さ
れ
ま
し

。。。

〆首



ブを。
た
だ
い
ま
当
選
さ
れ
ま
し
た
望
月
照
正
君
、
近
藤
好
雄
君
、
菊
井
敏
博
君
、
和
田
一
郎
君
、
田
村
源
治
郎
君
、
鈴
木
稔
君
、
渡
辺
箪
治

郎
君
、
安
西
益
男
君
が
議
場
陀
な
ら
れ
昔
す
の
で
、
本
席
よ
-P
会
議
規
則
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
陀
よ
る
告
知
を
い
た
し
ま
す
。

館
山
市

-

富

浦

町

及

び

三

芳

村

学

校

給

食

組

合

議

会

議

員

の

選

挙

。
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
八
、
館
山
市
・
富
浦
町
及
び
三
芳
村
学
校
給
食
組
合
一
一
事
会
の
議
員
の
選
挙
を
行
を
加
ま
す
。

組
合
規
約
第
五
条
第
二
演
の
規
定
に
よ

b
本
市
よ
れ
ノ
選
挙
さ
れ
る
議
員
は
八
名
で
あ
り
を
す
。

か
は
か

b
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
地
方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
推
遣
の
方
法
に
よ

b
た
い
と
思
い
ま
す
の

ζ

れ
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
を
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
と
と
陀
決
し
を
し
た
。

重
ね
て
訟
は
か
タ
い
た
し
ま
す
。
指
名
の
方
法
は
議
長
陀
沿
い
て
指
名
+3
る
と
と
に
い
た
し
た
い
と
思
w
t
a
す。

ζ

れ
に
御
異
議
あ

b
ま

。
せ
ん
か
の

。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
・9
)

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
ナ
。
よ
っ
て
議
長
K
沿
い
て
指
名
す
る
ζ

と
に
決
定
い
た
し
苦
し
た
。

ζ

れ
よ

b
指
名
い
た
し
ま
す
の
組
合
議
会
議
員
に
栗
原
一
雄
君
、
辻
井
議
爾
君
、
渡
辺
昭
夫
君
、
五
十
嵐
昇
君
、
遠
山
ヨ
ネ
子
君
、
山
本

昇
君
、
藤
田
益
治
君
、
辻
田
実
君
以
上
八
議
員
君
を
指
名
い
売
し
ま
す
。

hu

は
か

b
w
た
し
を
す
。

4

凡
だ
い
ま
議
長
k
h
F

い
て
指
名
い
4
t

し
玄
し
た
八
諮
ロ
民
君
を
給
食
組
合
議
会
の
議
員
の
当
選
人
と
定
め
主
す
と

と
K
御
異
議
あ
タ
ま
せ
ん
か
。

(
「
真
誌
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
-D〉

(
-一
九
)



。

〈ニ
O
)

諺
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
〉

翻
異
議
を
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
売
だ
い
ま
指
名
の
と

b
b栗
原
一
雄
君
、
辻
井
謹
爾
君
、
渡
辺
昭
夫

君
、
五
十
嵐
昇
君
、
遠
山

ヨ
ネ
子
君
、
山

本

昇

君

、
移
回
益
治
君
、
辻
田
実
君
が
館
山
市

・
富
浦
町
及
び
三
芳
村
学
校
給
食
組
合
議
会

の
議
員

κ当
選
さ
れ
ま

し
たの

た
だ
い
交
当
選
さ
れ
ま
し
た
栗
原

一
雄
君
、
辻
井
護
爾
君
、
渡
辺
昭
夫
君
、
五
十
嵐
昇
君
、
遠
山

ヨ
ネ
子
君
、
山

本

弁

君

、
藤
田
益
治

実
君
が
議
場
k
h
v
ら
れ
ま
す
の
で
、
本
席
よ
り
会
議
規
則
第
三
十

二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
告
知
を
い
た
し
を
す
。

君
、
辻
田

常

任

委

員

会

委

員

の

選

任

に

つ

い

て

。
議
長

(吉
田
勇
治
郎
君
)

日
程
第
九
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
を
い
き
す
の

委
員
選
任
K
つ
き
ま
し
て

は
、
本
市
委
員
会
条
例
第
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
議
長
が
議
会
K
平
‘?
っ

て
選
任
す
る
こ
と
に
を
つ

て
h
p

b
ま
す
。

か
は
か
り
い
た
し
を
す
の
と
れ
よ
り
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
な
い
き
ず
の

事
務
局
長

(
高
梨
清

一
話
)

民
読
い
売
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
委
員
K
、
吉
田
勇
治
郎
さ
ん
、
辻

田

実

さ

ん

、
渡
辺
軍
治
郎
さ
ん
、
山

本

昇

さ

ん

、
菊
井
敏
博
さ
ん
、

西

村

真

次

さ

ん
、
安
沢
徳
煩
さ
ん
。

経
済
常
任
委
員
会
委
員
に
、
鈴

木

稔

さ

ん

、
近

藤

好

雄

さ

ん
、
和
国

一
郎
さ
ん
、
島
野
茂
樹
郎
さ
ん
、
望
月

田
中
禄
郎
さ
ん
、
秋
山
六
三
郎
さ
ん
の

文
韓
民
生
常
任
署
員
会
委
員
に
、
流
山
拓
郎
次
使
さ
ん
、
栗
原

一
雄
さ
ん
、
渡
辺
昭
夫
さ
ん
、
石
井

辻

井

護

爾

さ

ん
、
飯

田

義

男

さ

ん
、
遠
山
ヨ
ネ
子
さ
ん
。

建

設

常

任

委

員

会

委

員

陀

ミ

林

豊

さ

ん

、
藤

田

益

治

さ

ん

、

伊

賀

多

甥

さ

ん
、
宮
野

君

塚

喜

三

さ

ん
、
鈴

木

市

蔵

さ

ん

、
田
村
源
治
郎
さ
ん
の

。

照
正
さ
ん
、

武
敏
さ
ん
、
五
十
嵐

昇
さ
ん

敏
朗
さ
ん
、
安
西

益
男
さ
ん
、

，古



。

(
=
=
一
己
完
モ
吏
一
定
〉

4
-
一
そ
れ
ぞ
れ
各
営
住
委
員
会
C
委
員
作
二
信
冬

山1・た
1
d
主
す

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
誌
を
し
と
認
め
を
す
の
よ
っ
て
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
以
上
の
と
た
夕
、
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任

委
員
会
の
委
員
に
選
任
す
る
と
と
K
決
定
い
た
し
ま
し
売
の

ζ

の
際
、
委
員
会
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
各
委
員
会
陀
沿
い
て
互
選
さ
れ
ま
し
た
正
副
委
員
長
を
報
告
加
え
し
ま
す
。

総

務

常

任

委

員

会

委

員

長

山

本

昇

君

副

委

員

長

辻

田

実

君

経

済

常

任

委

員

会

委

員

長

望

月

照

正

君

副

委

員

長

島

野

茂

樹

郎

君

文
教
民
主
常
任
委
員
会
委
員
長
五
十
嵐
一
弁
君
副
委
員
長
遠
山
ヨ
ネ
子
君

建

設

常

任

委

員

会

委

員

長

田

村

源

治

郎

君

副

委

員

長

伊

賀

多

朗

君

を
沿
、
と
の
際
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
の

議
会
選
営
協
議
会
委
員

κ、
林

豊

君

、

渡

辺

軍

治

郎

君

、

辻

井

謹

爾

君

、

安

酌

彰

晃

君

、

鈴

木

市

蔵

君

西

村

真

次

君

、

飯

田

義

男

君

、

田

中

禄

郎

君

以
上
八
議
員
君
が
選
任
さ
れ
、
互
選
の
結
果
、
委
員
長
K
西
村
真
次
君
、
副
委
員
長
に
飯
田
義
男
君
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
御
報
告
い

売
し
ま
す
。

一一一芸
E
X

と
れ
仁
左
三
一
事
J
C

主
-
ぞ
ん

出

席

説

明

員

の

報

告

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

ζ

の
際
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
臨
時
会
の
議
案
審
査
の
た
め
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
出
席
要
求
、
に
対
し
、
高
木
収
入
役
、
太
田
課
長
、
小
倉
課
長
、

鈴
木
課
長
、
小
沢
謀
長
、
伊
藤
課
長
以
上
の
者
が
出
席
す
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

r、
一一
品

、、J



"‘、

一
、句J

議

画百

付

円ゐー・

米

の

。
議
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

議
案
を
配
付
い
た
し
ま
す
。
誘
案
の
配
付
謙
れ
は
あ

D
ま
せ
ん
か

o
i
l
-
-
配
付
漏
れ
ま
し
と
認
め
ま
す
。

提

案

理

由

の

説

明

‘、

。

(
土
日
田
勇
治
郎
君
)
本
臨
時
会
陀
提
出
さ
れ
た
詰
案
趣
旨
説
明
を
市
長
か
ら
求
め
た
い
と
思
加
を
す
。

(
市
長
本
間
譲
君
堂
壇
)

市
長
〈
本
間
譲
君
)
本
日
の
付
議
事
件
は
改
選
後
の
監
査
委
員
の
選
任
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
十
分
御
審
議
く
だ
さ
い
ま
し
て
御
決

定
を
む
穎
凶
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

次
に
、
一
般
議
案
と
い
た
し
ま
し
て
二
件
ど
ざ
い
き
ナ
0

・
ま
ず
、
館
山
市
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
休
養
施
設
設
置
条
例
の
一
部
改
正
で

あ

b
ま
す
が
、
国
民
宿
舎
鳩
山
荘
の
料
金
K
っ
き
、
ま
し
て
は
、
人
件
安
、
物
件
安
等
の
高
鴨
川
に
よ

b
国
民
宿
舎
の
健
全
な
運
営
が
困
難
と
な

り
、
利
用
者
K
対
す
る
処
遇
の
低
下
を
ま
ね
く
必
そ
れ
が
あ
り
、
今
回
厚
生
省
か
ら
の
通
達
K
よ
D
全
国
の
関
民
宿
舎
が
そ
れ
ぞ
れ
利
用
料

金
を
改
定
し
よ
う
と
す
る
方
針
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
当
士
巾
k
h
u
い
て
も
こ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
利
用
料
金
等
を
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
hJ
ま
す
の

次
に
、
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
規
約
の
一
部
改
正
で
あ

b
ま
す
が
、
去
る
三
月
三
十
白
づ
け
で
鳩
川
市
が
誕
生
し
た
関
係

で
組
合
規
約
中
の
構
成
市
町
村
及
び
議
会
の
議
員
。
定
数
等
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
、
も
の
で
あ
り
ま
す
。
以
上
、
付
議
事
件
に
つ
き
4
体
し
て

簡
略
を
説
明
を
い
た
し
を
し
た
が
、
-
細
K
っ
き
脅
し
て
は
、
関
係
課
長
よ

b
説
明
さ
ぜ
、
ま
す
の
で
慎
重
を
御
審
議
を
党
交
わ

b
-交
し
て
、

御
決
定
く
だ
さ
る
よ
う
に
会
煩
い
い
党
じ
売
い
と
存
じ
ま
す
。
以
上
申
し
ト
一
げ
ま
し
て
誤
認
理
由
の
説
明
を
終
b
ま
す
。

議
長

。

議

上

司王
4
-
不
可

案

の

同



〆~，

v 

一
孝
一
支
(
士
口
一
位
Z

完
治
瓦
君

)

5

程
第
十
、
護
案
第
五
十
四
一
方
監
査
委
員
む
選
任
た
つ
い
て
を
議
室
と

ρ

た
し
一ま
ず

本
案
は
地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
歳
定
に
よ

b
鈴
木
市
蔵
君
の
一
身
上
の
事
件
で
あ

b
合
す
の
で
退
席
を
求
め
全
ナ
。

(
一
二
番
議
員
鈴
木
市
蔵
君
退
場
)

議
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

議
案
を
朗
読
い
売
さ
せ
ま
す
。

(
書
記
朗
読
)

議
案
第
五
十
四
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て

。

議

案

の

内

容

説

明

。
市

長

(

本

間

監

査

委

員

と

凶

た

し

を

し

で

御

推

薦

を

申

し

上

げ

た

い

と

存

じ

ま

す

が

、
経
験
査
か
で
計
数
的
に
も
明
る
い
。

人
格
も
い
い
方
で
あ
る
鈴
木
市
蔵
君
を
御
推
薦
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
満
場
一
致
御
了
承
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
に
シ
殿
山
U

M
た
す
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

譲
君
)

。
議
長

御
質
疑
ど
ざ
い
会
ぜ
ん
か
の

1
1
1
抑
質
疑
を
し
と
認
め
ま
す
。

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

委

員

会

付

託

の

省

略

。
議

長

(

吉

田

勇

治

郎

君

)

訟

は

か

b
w
売
し
ま
す
。
本
案
陀
つ
い
て
は
会
議
規
則
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

b
委
員
会
、の
付

託
を
省
略
一
円
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
と
れ
に
御
異
議
あ

h
L寄
せ
ん
か
の

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
J
O
D
)

議
長

〈吉
田
完
治
郎
君
)

御
異
議
を
し
と
認
め
を
す
。
工
っ
て
委
員
会
付
託
は
省
略
す
る
こ
と

K
決
定
ーい
え
し
支
し
た
。

ζ

れ
よ
h
y
討
論
を
行
を
い
主
す
。
本
案
に
対
す
る
討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
ゆ
o
l
-
-
討
論
を
し
と
認
め
を
す
。

。

""" 一一
一一、、，/



(
二
四
)

採

決

。
議
長
会
口
問
勇
治
郎
君
)
と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
安
ナ
。

本
案
を
原
案
送

b
可
決
す
る
陀
御
異
議
あ

D
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
誌
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
誌
を
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
通

b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
一
二
番
議
員
鈴
木
市
蔵
君
入
場
)

。
議
長

議

葉

の

上

程

。
議
長
(
吉
田
完
治
郎
君
)
臼
程
第
十
一
、
議
案
第
五
十
五
号
館
山
市
厚
生
住
金
保
険
被
保
険
者
休
養
施
設
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
約
の
制
定
K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
を
す
。

(
書
記
朗
読
)

議
案
第
五
十
五
号
館
山
市
厚
生
年
金
侭
険
被
保
険
者
休
養
施
設
設
置
条
伊
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
陀
つ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

。
商
工
観
光
課
長
(
鈴
木
需
案
第
五
十
五
号
伊
山
市
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
休
養
施
設
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
K
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

と
の
条
例
の
一
部
改
正
陀
っ
き
古
し
て
は
、
国
民
宿
舎
鳩
山
荘
の
使
用
料
K
つ
い
て
の
規
定
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ

い
さ
す
。
国
民
宿
舎
の
使
用
料
は
全
国
統
一
的
K
厚
生
省
が
定
め
売
国
民
宿
舎
利
用
料
金
基
準
に
よ
り
会
し
て
利
用
者
か
り
納
付
し
て
い
た

だ
く
と
と
K
を
っ
て
か
る
わ
け
で
ど
ざ
い
言
す
が
、
先
ほ
ど
市
長
の
ほ
う
か
ら
御
説
明
が
ど
ざ
い
・
ま
し
た
と

b
b、
現
行
の
利
用
料
金
に
つ

力
君
)

'" 



き
ま
し
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
月

一
B
K
改
定
さ
れ
ま
し
て
琴
在
陀
至
っ
て
会
る
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
か
、
最
近
の
人
件
費
る
る
い
は
む

件
費
の
高
騰
か
ら
国
民
宿
舎
の
健
全
な
遂
営
が
資
金
面
に
な
き
を

し
て
困
難
を
状
況
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
回
料
金
の
改
定

が
を
さ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

四
月

一
日
づ
け
を
も
ち
ま
し

て、

所
管
の
厚
生
省
国
立
公
園
部
長
か
ら
県
を
通
じ
ま
し
て
改
定
の
通
知
が
を
さ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

し
売
が
い
ま
し
て
、
ζ

の
基
準
額
の
改
定
に
伴
凶
引
受
し
て
、
当
市
の
休
養
施
設
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま

す
。条

例
の
内
容
K
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
第
五
条
の
伊
一
環
中
「
四
百
円
」
を
「
五
百
円
」
に
改
め
る
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
国

民
宿
舎
を
利
用
し
、
宿
泊
を
予
約
す
る
場
合
に
な
き
ま
し
て
刺
用
者
か
ら
予
約
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
、
こ
う
い
う
規
定
陀
な
っ
て
な
る

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
現
行

一
人
当
た

b
四
百
円
を
五
百
円
に
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
ナ
。

次
に
、
条
例
第
四
条
の
別
用
料
金
を
{
一
止
め
を
す
別
表
で
ど
ざ
い
合
す
が
、
宿
泊
料
、
食
事
料
、
休
憩
料
を
そ
れ
ぞ
れ
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
の
宿
泊
料
K
つ
き
ま
し
て
は
、

一
段
陀
hv
き
ま
し
て
現
行

「
五
百
七
十
円
」
を

「
七
百
五
+
円
」

、
を
な
中
学
生
陀
か

き
ま
し
て
は
現
行

「
三
百
七
十
円
」
を

「
五
百
五
十
円
」

K
、

小
学
校
児
童
に
な
き
ま
し
て
は
「
二
百
七
十
円
」
を

「
三
百
五
十
円
」
に
そ
れ

ぞ
れ
改
正
し
よ
う
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
食
事
料
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
朝
食
に
つ
き
合
し
て
は
一
般
の
場
合
、
中
学
生
、
め
る
い
は
小
学
生
と
も
共
通
い
え
し
・
交
し
て
、

現
行

「
百
六
十
円
」
を

「
二
百
円
」

κ改
正
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
い
を
す
の
を
h
F

、
夕
食
代
K
つ
き
を
し
て
は
、
や
は

b
一
波
、
中

学
生
、
小
学
生
と
も
現
行

「
三
百
七
十
円
」
を
「
四
百
五
十
円
」

K
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次
K
、
休
憩
料
で
ど
ざ
加
ま
す
が
、
ζ

れ
は
食
事
を
し
の
休
憩
で
と
ざ
い
ま
す
が
、

一
日
ま
た
は
一
固
に
つ
き
ま
し
て
従
来
「
二
百
円
」

を

「
一二
百
円
」

K
改
正
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
凶
ま
ず
の

以
上
が
改
正
す
る
内
容
で
ど
ざ
い
古
す
が
、

一
泊
二
食
の
宿
泊
基
本
料
金
と
い
た
し
支
し
て
、

一
段
の
場
合
に
必
き
ま
し
て
は
、
従
来
千

百
円
が
基
本
料
金
で
あ

っ
た
の
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
の
改
正
に
よ

b
乏
し
て
千
四
百
円
と
い
う
ζ

と
に
一
二
百
円
ア

ッ
プ
と
凶
う
ζ

と

κを

(
二
五
)



(
一
一
六
)

る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
を
な
、
中
学
主
に
つ
き
ま
し
て
は
三
百
円
ア
ッ
プ
で
ど
ざ
山
引
受
し
て
、
現
行
九
百
円
を
千
二
百
円
K
改
正
し
ょ

5

と
す
る
も
の
で
と
ざ
W

ま
す
。
小
学
笠
K
つ
き
ま
し
て
は
二
百
円
ア
ッ
プ
で
ど
ぎ
川
引
受
し
て
、
八
百
円
か
ら
千
円
に
改
正
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
ど
ざ
い
ま
す
の

以
上
が
利
用
料
の
改
正
で
ど
ざ
い
支
し
て
、

ど
ざ
い
ま
す
が
、
以
上
で
終
り
'ま
す
。

ζ

の
条
例
の
改
正
を
五
月
二
十
日
か
ら
↑実
施
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
簡
単
で

質

応

疑

答

。

(
吉
田
勇
治
郎
君
)
と
れ
よ

D
質
疑
を
行
を
刷
会
す
の

〈
辻
回
実
君
)
そ
だ
い
ま
仰
説
明
を
い
だ
だ
い
て
内
容
が
よ
く
わ
か
っ
た
の
で
あ

b
ま
す
が
、
市
長
並
び
に
主
管
課
長
の
説

明

κ
よ

b
を
す
と
、
厚
生
省
の
案
陀
対
し
て
の
通
知
陀
よ
っ
て
決
定
さ
れ
・
だ
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
合
す
け
れ
ど
も
、
と
の
料
金
の
改
定
K

つ
凶
て
は
県
並
び
に
厚
生
省
の
通
知
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
上
る
も
の
か
の
会
党
値
上
げ
に
伴
う
と
と
ろ
の
館
山
市
と
し
て
の
審
議
機
関
と
い

う
ん
で
す
か
、

ζ

の
議
会
以
外
に
は
を
い
の
か
ど
う
か
の

-
た
と
え
ば
、
国
民
休
養
施
設
の
赤
字
の
場
合
、
上
げ
な
け
れ
ば
を
ら
な
い
と
い
う
場
合
陀
何
ら
か
の
形
で
と
っ
ち
の
意
向
で
上
げ
る
と
と

が
で
き
る
か
。
現
在
多
少
赤
字
が
出
て
な
る
よ
う
で
ど
ざ
い
玄
す
け
れ
ど
も
、
と
れ
を
補
て
ん
す
る
意
味
で
と
ち
ら
か
ら
厚
笠
省
の
ほ
う
に

申
請
し
た
も
の
か
ど
う
か
。
と
の
点
を
言
ず
第
一
点
と
し
て
な
何
い
し
た
凶
わ
け
で
す
の
し
た
が
凶
ま
し
て
、
整
理
し
を
す
と
、
指
示
K
基

い
て
や
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
と
と
が
第
二
点
。

第
二
番
目
に
と
の
値
上
げ
陀
つ
い
て
は
厚
生
省
並
び
に
鼠
ん
か
ら
通
知
が
会
っ
た
場
合
陀
は
上
げ
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
経

営
の
実
態
に
沿
い
て
据
え
置
く
と
と
が
で
き
る
性
質
の
も
の
か
の
こ
の
性
質
に
つ
い
て
安
ず
二
番
目
k
h
v
伺
い
し
た
い
わ
け
で
ど
ざ
い
合
す
。

三
番
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
も
う
少
し
補
充
説
明
し
て
も
ム
い
介
、
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
三
割
方
の
全
体
的
に
値
上
げ
に
を
る
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
ず
か
ら
、

ζ

れ
K
伴
う
と
と
ろ
の
も
う
少
し
経
営
内
容
の
見
通
し
、
そ
れ
ら
の
も
の

K
つ
い
て
、
ま
た
は
人
件
費
が
ど
の
程
度

。
九議
番長

r; 



上
げ

て
も
ら
え
る
の
か
。
改
善
さ
れ
る
の
か
の
諸
般
の
物
価
の
値
上
り
と
人
件
費
の
高
践
に
よ

b
と
い
う
と
と
の
説
明
で
と
ざ
い
ま
す
が
、

と
と

ら
K
つ
い
て
は
も
う
少
し
説
明
が
で
き
を
い

も
の
か
ど
う
か
。
そ
の
め
や
す
に

つ
い
て
資
料
を
御
用
意
な
さ

っ
て

b
b
ま
し
た
ら
、
こ

の
点
に

つ

w
て
説
明
じ
て

い
た
だ
き
た
い
の
以
上
、
三
点
に
つ
い

て
御
質
問
申
し
上
げ
会
す
。

商
工
観
光
課
長

(鈴

木

力

君

)

》
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ず
、
第

一
点
の
値
上
げ
K
対
す
る
厚
生
省
の
通
達
で
ど
ざ
い
ー
ま
す
が
、

今
回
の
値
上
げ
K
つ
き
を
し
て
は
、
厚
生
省
の
通
知
に
基
づ
凶

て
改
定
を
し
た
と
凶
う
こ
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
一

応
国
民
宿
舎
の
指
導
、
国
民
宿
舎
の
選
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
厚
生
省
の
指
導
下
に
る

る
と

い
う
ζ

と
が
い
え
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
叱
が
い
ま
し
て
、

と
の
改
定
に
フ
き
空
し
て

は
、
そ
の
指
導
に
基
づ
い

て
改
定
し
た
と

い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い

ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
こ

の
改
定
。
通
知
が
あ
っ
た
場
合
の
性
質
と
申
し
会
す
か
、
ぞ
れ

κ
つ
き
ま

し
て

は
、
や
は

b
た
だ
い
ま
申
し
上
げ
ま

し
た

と
な

b
、

一
応
指
導
下
k
t
u
る
と
い
う
よ
う
を
こ
と
か
ら
、
そ
れ

K
従
う
と
い
う

と
と
が
よ
ろ
し
い
ん
で
は
な
い
か
と
考
え
て

な
b
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
三
点
の
経
営
内
容
の
見
通
し
と
同
う
ζ

と
で
ご
ざ
凶
ま
す
が
、
鳩
山
荘
の
運
営
に
つ
き
・
交
し
て

は
、
一

応
四
十
五
年
度
の
収

支
決
算
等
の
見
込
み
を
見
ま
し
た
場
合
、
三
十
万
程
度
の
繰
-D
越
し
と
凶
う
ζ

と
が
見
込
ん
で

・な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
や
は
h
ン
人
件

費
k
b
き
ま
し
て
は
、
四
十
五
年
度
あ
る
い
は
四
十
六
年
度
に
が
在
室
し
て
も
当
然

ア
ッ
プ
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
を

土
、
物
件
費
k
b
き
交
し
て
も
、
物
価
の
高
騰
と
い
う
よ
う
を
と
と
か
ら
あ
る
程
度
の
値
上
げ
と
い
う
も
の
が
や
む
を
得
な

い
と
伺
う
ふ
う

K
考
え
て
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
n

い
ず
れ

K
凶
た
し
4-
し
て
も
、
今
回
の
改
定
が
な
け
れ
ば
資
金
面
に
な
き
宝
し
て
経
営
が
苦
し
く
な

る
と
い
う
ζ

と
は
、
は
っ
き
b
申
し
上
げ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
古
川
す
の
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
の

九
番

(辻

田

実

君

)

内
容
に

つ
w
て
は
わ
か
り
合
し
た
。
繰

D
越
し
金
が
三
十
万

円
多
る
と
加
う
と
と
で
と
ざ
い
告
す
の
で
ろ
今

ζ

の
問
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
に
つ
き
・
ま
し
て
は
、
か
を
か
見
解
を
巽
に
す
る
と
思
山
円
安
す
の
で
省
略
い
売
し
交
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
、

も
う
一
点
追
加
し
て
質
問
し
た
い
と
と
は
、
休
養
施
設
の
料
金
は
談
会
の
決
議
が
あ
っ
て
上
り
ま
す
の
で
、
多
少
一
月
、

二
月
場
合
に
よ

っ

て
弘
半
年
ぐ
ら
い
の
狂
い
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
全
国
あ
る
指
定
地
域
は
同
一
金
額
が
行
な
わ
れ
て
が
る
か
の
あ
る
い
は
場
合
に
よ
る
と

ア
ン

。。

r、、

-r; 
、、.;



(
二
八
)

バ
ラ
ン
ス
で
値
上
げ
し
を
い
で
、
黒
字
が
三
十
万
あ
る
か
ら
や
っ
て
会
る
。
他
か
ら
繰

b
入
れ
て
や
っ
て
な

る
か
ら
値
上
げ
し
な
く
て
も
や

っ
て
い
け
る
と
い
う
と
と
で
運
営
し
て
い
る
ほ
か
の
施
設
は
あ
る
の
か
ど
う
か
の
ζ

の
点
に
つ
い
て
調
べ

て
な
る

の
か
ど
う
か
、
そ

の
点
に

つ
い
て
必
伺
い
し
・
だ
い
と
思
い
ま
す
。

O

商
工
観
光
課
長
〈
鈴
木
力
君
)
沿
答
え
申
し
上
げ
ま
す
の

料
金
改
定
に
つ
き
す
し
て
は
、
条
例
改
正
と
い
う
と
と
で
本
詩
会
の
御
承
認
を
経
る
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
そ
の
他
の
機
関
と
い
た
し

を
し
て
は
、
審
議
機
関
は
別
段
ど
ざ
い
ま
せ
ん
の

そ
れ
か
ら
、
料
金
の
値
上
げ
K
つ
き
を
し
て
地
域
K
よ
っ
て
格
差
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
料

金
陀
っ
き
昔
し
て
は
国
民
宿
舎
の
構
造
、
い
わ
ゆ
る
木
造
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
時
間
て
と
い
う
ふ
う
に
構
造
K
よ
っ
て
分
れ
て
な

b
ま
し
て

鳩
山
荘
の
場
合
k
b
き
・
交
し
て
は
、
木
造
と
い
う
と
と
で
4

凡
だ
い
を
き
め

て
ど
ざ
い
を
す
料
金

K
よ
っ
て
改
定
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

地
域
に
よ
っ
て
渉
う
と
い
う
ζ

と
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
。
全
国
統
一
的
に
構
造
に
よ
っ
て
標
準
額
が
定
め
ら
れ
て
沿
る
と
加
う
と
と
で
ど
ざ
い

き
す
の

。
を
な
、
他
の
国
民
宿
舎
k
b
き
ま
し
て
値
上
げ
を
し
を
い
で
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
金
を
投
じ
を
し
て、

値
上
げ
を
必
さ
え
る
と
い
う

よ
う
な
併
が
他
に
あ
る
か
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
凶
ま
す
が
、
や
は
h
J
独
立
採
算
と
い
う
こ
と
が

た
て
歩
え
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、

hu
そ
ら
く

他
の
国
民
宿
舎
k
b
き
支
し
て
も
一
般
会
計
に
よ
っ
て
繰

b
入
れ
を
し
て
料
金
値
上
げ
を
必
さ
え
る
と
い
う
と
と
は
し
て
必
ら
な
い
と
思
つ

て
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ど
ざ
い
ヂ
す
。

九
番
(
辻
田
実
君
)
一
つ
だ
け
最
後
に
な
伺
い
し
ま
す
の

大
体
わ
か
-
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
こ
と
ぞ
け
が
零
緊
密
嬰
陀
ま
り
ま
す
か
ら
、
か
を

b
慎
重
に
審
議
し
を
悼
と
物
価
の
問
即
位
、
そ
の

他
の
問
題
が
か
か

D
ま
ず
か
ら
、
と
れ
ら

ο問
題
に
つ
い
て
乙
怠
旨
・
4
d
b
ρ

っ
て
{
女
く
や
る
と
い
う
と
と
が
非
常
に
い
い
と
と
で
あ
る
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
し、

か
と
い
っ
て
人
件
費
、
そ

の
他
の
同
窓
が
ど
ざ
い
ま
す
か
ム
そ
れ
ら
に
つ
い

て
B
妥
が
つ
か
な
け
れ
ば
ぐ
あ
い
が
わ
る

い
と
思
う
れ
今
回
と
し
て
は
公
沿
む
ね
了
承
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
て
白
川
だ
け
、
向
と
う
の
指
示
が
あ
-
っ
て
も
将
来
の
こ
と
と
し
て
据
え



。
置
く
と

い
う
と
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
で
き
る
余
地
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

一
年
延
ば
す
と
か
、
二
年
延

ば
す
と
い
う

こ
と
が
あ

b
得
る
状
態
か
ど
う
か
と
い
う
点
陀

つ
い
て
参
考
ま
で

K
シ
聞
き
し
て
な
き
・だ
い
と
思
い
ま
す
の
採
決

K
あ
た
タ
ま

し
て

の
参
考

κし
て

た
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
だ
け
台
答
え
開
制
凶
吃
凶
と
思
加
を
す
。

商
工
観
光
課
長

(

鈴
木

力
君
)

訟
答
え
申
し
上
げ
?
す
。

一
応
、
厚
生
省
の
い
基
準
額
が
改
定
に
な
り
言
し
た
場
合
、
そ
れ

K
よ
っ
て
必
ず
各
国
民
宿
舎
と
も
改
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
凶
う
と
と

で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
ζ

れ
K
っ
き
・
ま
し
て
は
、
も
ら
ろ
ん
経
営
状
況
が
良
好
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
と
と
か
ら
改
定
し
な
く
て
も
運
営
上
さ

し
っ

か
え
な
悼
と
い

う
場
合
k

b
き
ま
し
て
は
、
あ
え
て
改
定
を
す
み
必
要
は
な
い
と
な
っ
て
シ
る
わ
け
で
ど
ざ
怖
を
す
の
を
hv
、
実
施
時

期
K
つ
き
ま
し
て

は
、
一

応
厚
生
省
の
通
知
K
よ
り
官
す
と
、
五
月

一
日
を
期
し
て
改
正
す
る
と
い
う
通
知
が
あ
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す

が
、
当
市

κ
-Pき
ま
し
て

は
、
議
会
の
御
承
認
を
経
る
と
い
う
ζ

と
で
五
月
二
十
日
k
h
F
願
い
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
県
下
の
国
民
宿

舎
の
状
況
等
承

b
ま
す
と、

五
月

一
日
あ
る
い
は
六
日
円

一
日
、
あ
一
-
る
い
は
℃
万

一
日
と
あ
る
程
度
実
施
時
期
が
異
を
る
と
い
う
ふ
う
に
聞
い

て

b
bま
す
。

以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。他
に
御
質
疑
ど
ざ
い
を
せ
ん
か
。

1
1
l

た
と
え
ば
、

。
議
長

(吉
田
勇
治
郎
君
)

御
質
疑
な
し
と
認
め
を
す
の

ζ

れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終

b
ま
す
の

委
員
会
付
託
の
省
略

。
議
長

(士
口
田
勇
治
郎
君
)

訟
は
か

b
い
売
し
さ
す
の
本
案
K
つ
い
て
は
会
詩
規
則
第
三
+
七
条
保
二
項
の
規
定
K
よ
り
委
員
会
の
付

託
を
省
略
り
た
し
吃
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異
議
李
り
さ
せ
ん
か
。

(
「
異
議
を
し」

と
呼
ぶ
者
あ
り
)

議
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
〉

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
委
員
会
付
託
は
省
略
す
る
と
と
K
決
定
い
た
し
を
し
た
の

と
れ
よ

b
討
論
を
行
な
い
ま
す
。
本
案
に
対
す
る
討
論
は
ご
ざ
い
を
せ
ん
か
。
1
1
討
論
を
し
と
認
め
ま
す
の

。

(
ニ
九
)



(コ一

O
〉

f采

j夫

。
議
長
(
土
口
問
勇
治
郎
君
)
と
れ
よ

b
採
決
加
え
し
設
す
。

本
案
を
原
案
通
h
y
可
決
す
る

K
御
異
議
あ
り
合
せ
ん
か
。

(
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

。
議
長

議

案

の

上

程

O

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
十
二
、
議
案
第
五
十
六
号
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
聞
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の

制
定
陀
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

(
脅
記
朗
読
)

議
案
第
五
十
六
号
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
闘
争
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
つ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

。
議
長

。

(
吉
田
勇
治
郎
君
)
本
案
に
対
す
る
説
明
を
求
め
ま
す
。

企
画
課
長
(
伊
藤
幸
太
郎
君
)
議
案
た
つ
き
ま
し
て
伝
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
の
事
務
組
合
の
規
約
の
改
正
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
先
ほ
ど
市
長
か
ら
申
し
上
げ
ま
し
た
と

h
u
b、
今
回

鴨
川
市
の
誕
生
に
よ

b
委
し
て
、
一
部
組
合
の
携
成
市
町
村
が
か
わ
っ
吃
わ
け
で
ど
ざ
い
T
す
の
で
、
そ
れ
陀
伴
い
会
す
改
正
で
ど
ざ
い
ま

す
。
従
前
は
江
見
町
、
長
狭
町
、
棒
川
町
と
い
う
と
と
で
記
載
さ
れ
て
な
つ
食
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
今
回
鴨
川
市
の
誕
生
に
よ
h
y
ま
し

て
、
江
見
町
と
長
狭
町
、
鴨
川
町
を
削
る
ζ

と
に
な
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。



そ
れ
か
ら
、
第
六
条
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ζ

れ
は
組
合
議
会
の
護
員
数
の
定
数
で
ど
ざ
い
ま
す
。
従
前
は

二
十
六
人、

十
三
市
町

村
の
各
市
町
村
ど
と
に
二
名
の
議
会
議
員
が
選
出
さ
れ

て
沿
る
わ
け
で
ど
ざ
い
さ
す
が
、
今
回
の
第
三
条
の
改
正

K
よ
b
ま
し
て
滅

b
ま
し

た
の
で
、
ζ

れ
を

二
十
二
名
、
四
名
少
な
く
い
た
し
吃
い
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
同
じ
く
条
文
の
第
二
項
の
た
だ
し
容
と
申
し
ま
す
の
は
、
と
の

一
部
事
務
組
合
に
た
だ
い
ま
申
し
上
げ
ま
し
た
議
会
議
員
と

い
売
し
ま
し
て
、

各
市
町
村
の
市
町
村
長
と
議
会
の
議
長
が
組
合
議
員
と

し
て
選
出
さ
れ
ぬ
と
と
に
を
つ

て
沿
る
わ
け
で
ど
ざ
W

ま
す
が
、

そ
の
中
で
、
組
合
の
管
理
者
並
び
に
副
管
理
者
が
出
て
か
h
y
ま
す
市
町
村
に
合
き
主
し
て
は
、
市
町
村
長
K
か
わ

D
ま
し

て
助
役
が
総
会
議

員
と
し
て
出
る
ん
だ
と
い
う
規
定
陀
相
な
っ
て
公
る
わ
け
で
ど
ざ
い
合
す
け
れ
ど
も
、
今
田
県
川
市
に
な
き
-
交
し
て
二
名
の
助
役
制
度
が
採

用
さ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
の
で
、
助
役
の
下
に
「
助
役
が

二
名
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該
市
町
村
長
の
指
定
す
る
者
」
と
い
う
条
文
を

加
え
た
い
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
支
す
。

と
の
条
例
改
正
は
、
県
知
事
の
認
可
の
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
附
則
K
-
P
き
宣
し
て
と
れ
ら
の
関
係
を
加
え
た

わ
け
で
ど
ざ
仰
を
す
。
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

議
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

。

御
質
疑
ど
ざ
い
交
せ
ん
か
。
|
||
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

O

議
長

(吉
田
勇
治
郎
君
〉

hv
は
か
h
J
い
吃
し
さ
す
。
本
案
に
つ
い
て
は
会
議
規
則
第
三
十
七
条
第
二
演
の
規
定
に
よ

b
委
員
会
の
付

託
を
省
略
い
売
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

K
御
異
議
あ
り
'
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
を
し
」

と
呼
ぶ
者
あ
h
y
〉

議
長

〈
吉
田
勇
治
郎
君
)

御
異
誌
を
し
と
認
め
ま
す
。
よ

っ
て
-
委
員
会
付
託
は
省
略
す
る
と
と
陀
決
定
W
4
庁
、
し
芝
し
だ
。

と
れ
よ
り
討
論
を
行
な
い
ま
す
。
本
案
に
対
す
る
討
論
は
ど
ざ
い
吏
せ
ん
か

o
l
-
-
討
論
を
し
と
認
め
を
す
。

。

r、、

一
、、J



採

決

。
議
長
(
士
口
田
勇
治
郎
君
)
と
れ
よ

b
採
決
同
党
し
ま
す
の

本
案
を
原
案
通

D
可
決
す
る
に
御
異
議
あ

b
会
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

〈
吉
田
勇
治
郎
君
)

御
異
議
を
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
通
b
可
決
さ
れ

委
し
走
。

。
議
長

開

会

午
後
三
時
二
十
五
分

閉

丘、
二ょ;0;

。
議

長

(

吉

田

勇

治

郎

君

)

以

上

K
よ
b
家
臨
時
会
に
付
議
さ
れ
、
交
し
た
案
件
全
部
を
議
了
い
た
し
を
し
た
。

会
臨
時
会
を
閉
会
い
吃
し
を
す
n

O

本
自
の
会
議
K
付
し
た
事
件

一
、
議
長
。
選
挙

て
議
席
の
指
定

一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

一
、
会
期
の
決
定

一
、
副
議
長
。
選
挙

て
千
葉
県
競
輪
組
合
諺
会
議
員
の
選
挙

一
、
館
山
市
及
び
三
芳
村
伝
染
病
隔
般
病
舎
組
合
議
会
誇
員
の
選
挙

一
、
三
芳
水
道
企
業
団
議
会
議
員
の
選
挙

".....、

一
一
、司J

ζ

れ
陀
て
第
三
田
市
議



設
方
自
治
法
第
百

二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

b
署
名
す
る
n

一、

館
山
市

・
{守田浦
町
及
び
三
芳
村
学
校
給
食
組
合
議
会
諮
問
貝
の
選
挙

一、

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
K
つ
い
て

一、

議
案
第
五
十
四
号
乃
至
議
案
第
五
十
六
号

館
山
市
議
会
臨
時
議
長

'Mmソ
M
シ
リ
ー
以
川
U
j

館

山

市

議

会

議

長

義

の

防

防

議員
花

、

多

と

館
山
市
議
会
話
口
県

豆

、

千

よ

，句、

一一
、J

J， 
す
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